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基礎基盤研究分野との連携について(1/6)
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イベント 内 容 備考

研究開発中長期計画の作成過
程での連携

・基礎基盤研究（英知事業、JAEA自主研究他）の課題反映及び成果適用 2/6

・『１F廃炉研究開発の東電・デコミテック・JAEA・NDFの４者連携強化のため
の課題共有』活動を反映

3/6

英知事業ワークショップによる連携

・ニーズとシーズの対話：採択された英知事業の研究計画や研究成果の1F実
機適用イメージ等を発表／ニーズ側から意見、アドバイス等を説明

4/6

・ニーズ・シーズマッチング：幅広い分野の研究者や廃炉関係者が参加し、ニー
ズ・シーズ間での基礎基盤の共同研究の促進に向けた意見交換

工法小委における燃料デブリ取り
出し各工法の課題整理・提示

・「燃料デブリ取り出し工法評価小委員会」を設置し、燃料デブリ取り出しのため
の各工法の成立性等について検討・評価を実施、各工法の概要と課題を提示

5/6

現状の連携強化の取組み
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基礎基盤研究分野との連携について(2/6)

建屋内状況把握

炉内状況把握

燃料デブリの分別

放射性物質の閉じ込め

構造健全性

止める/冷やす/水素

：基礎基盤研究全体マップの課題

：関係する基礎基盤研究の主要研究項目

作業環境の向上

燃料デブリの分析と解析・評価により炉内状況の推定及び
事故事象に関する研究

放射性物質の分布を可視化し、被ばく量の低減に寄与する研究

非破壊測定を含む取り出された燃料デブリの分析手法に関する研究
放射性物質・核燃料物質の分析技術高度化に関する研究

放射線と腐食・材料劣化の関係に関する研究

放射性物質の分布を可視化し、被ばく量の低減に寄与する研究

燃料デブリ取り出し及び保管時の安全確保に関する研究

輸送・保管・貯蔵
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a

a 放射線計測技術・(可視化(3D))システム

b

b LIBSによるデブリ計測技術

c ジオポリマーによる充填安定化

c

基礎基盤研究成果の実用化開発の例

基礎基盤研究成果の実用化開発の例

基礎基盤研究成果の実用化開発の例

基礎基盤研究の課題反映及び成果適用
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基礎基盤研究分野との連携について(3/6)
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英知事業ワークショップによるニーズとシーズのマッチング

ニーズとシーズの対話：採択された英知事業の研究計画や研究成果の
1F実機適用イメージ等を発表／ニーズ側から意見、アドバイス等を説明
［ワークショッププログラムの例］

ニーズ・シーズマッチング：幅広い分野の研究者や廃炉関係者が参加し、
特定ニーズに対するシーズを基礎基盤の共同研究の促進に向けた意見交換
［特定ニーズの例］

https://clads.jaea.go.jp/jp/hrd/frc/data/20230209/specific_need1.pdfhttps://www.kenkyu.jp/nuclear/documents/23_1ws_program.pdf

基礎基盤研究分野との連携について(4/6)
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気中工法（RPV注水） 冠水工法（船殻工法） 装置類のアクセス方向
燃料デブリ、廃棄物等の搬出方向

  充填材

気中工法オプション（RPV充填固化）

「燃料デブリ取り出し工法評価小委員会」における工法選定への提言と課題

気中工法（RPV注水） 冠水工法（船殻工法） 気中工法オプション（RPV充填固化）

◆ 現場が高線量であるため、他工法と比較して多種
多様の遠隔操作装置が必要であり、開発・設計・
検証に長い期間を要する

◆ 遠隔操作装置のレスキューに相当な時間がかかる
◆ 高線量の燃料デブリと廃棄物を上から取り出すた

め、オペフロに高重量のセル、取り出し機器の設置
が必要となり、これらを支持する構台の規模が大き
くなる

◆ 建屋の下部地盤での船殻構造体構築における現
場施工性（施工中における地震時の地盤安定
性含む）の検証が必要である

◆ 大量の保有水に対する臨界管理・水質管理・漏
えい対策の確立が必要である

◆ 船殻構造体の設備規模が膨大である
◆ 準備工事期間が最も長く、燃料デブリ取り出し作

業の開始時期が最も遅い

◆ 充填材の選定（流動性・硬化時間調整性・固
化後の機械的物性・熱伝導性・化学的安定性・
放射線による劣化性等）、充填方法、充填状態
の確認方法の確立が必要

◆ 掘削対象物に応じた先端ビット等の選定、検証が
必要

◆ 充填範囲に応じて、廃棄物発生量が増大する
◆ スラッジ状で回収する場合には、その取扱いに注

意が必要

基礎基盤研究分野との連携について」(5/6)

［提言］
気中工法と気中工法オプションの組み合せによる
設計検討・研究開発を開始する
◼ これと併行して、小規模な上アクセス等による

内部調査を進める
◼ 水遮蔽の機能を活用した工法についても、併行

して検討を行う

［課題］
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英知事業

連携強化

NDF

JAEA

東京電力

技術戦略プラン

廃炉中長期実行プラン
（技術戦略プランに紐づいた技術開発課題の抽出）

基礎・基盤研究の全体マップ

研究開発中長期計画
（NDF・東電共同作成）

課題
共有

技術開発マップ

議論

議論

議論

議論

補助事業

『１F廃炉研究開発の４者連携強化のための課題共有』活動の場を活用

当面の取組み：「工法小委」の報告を受けた課題について基礎基盤研究を含む研究開発内容を具体化

想定される調査の成果

基礎基盤研究の成果を実用化に繋ぐた
めの課題と他分野の良好事例

将来的な対応

基礎基盤研究の成果と実用化の
橋渡しを促進する仕組み

調査（NDF委託等）

〇実用化に繋ぐための課題（聞き取り等）
〇他分野での良好事例

今後の対応

デコミテック

廃炉研究開発連携会議

基礎基盤研究分野との連携について(6/6)

燃料デブリ取り出し工法について基礎基盤的な
研究開発課題を含む課題の検討に取組む

連携対象の研究分野を具体化【特別タスク】
・基礎的に固めておくべき研究分野
・先行的に実施するべき研究分野等

報告
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